












はじめに

　近年の医学の進歩は,小児診療科領域においても大きな変革をもたらし,治療

対象とする疾患は肺炎・伝染病などの感染症をはじめとする急性疾患にかわっ

て,近年は慢性疾患が相対的に増加しており特にその根本的治療法および療育

をめぐっての諸問題に社会的な関心が深まっている現情況である。国・公立医

療機関における対象疾患の中で,小児慢性疾患の占める割合は今後さらに増大

すると予想されるので,我々は真剣にこれに対処しなければならない。


